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• Size
/ɑ/ -/ɪ/ (Sapir, 1929; Newman, 1933)

• Shape
“Maluma (baluba)-takete” (Köhler, 1929), 
“Booba – kiki” (Ramachandran & Hubbard, 2001)

1. はじめに
1-1. 音象徴

• Emotion (Facial Expression)
The Facial Feedback Hypothesis (Strack, Martin, & 
Stepper, 1988; Rummer, Schweppe, Schlegelivilch, 
& Grice, 2014)

Sound symbolism, Phonetic symbolism
言語音が特定のイメージを喚起する現象

(Hinton, Nichols, & Ohala, (Eds.), 1994)



Ramachandran & Hubbard (2001, p. 19) 

Shape



Rummer, Schweppe, Schlegelivilch, & Grice (2014, p. 247)

Emotion (Facial Expression)



ネーミング

吉見 (2013:160).

外国人留学生の日本語拍の音象徴における
視覚と聴覚イメージの関係性



ネーミング

バーリン. 篠原・川原訳.  (2013).



ネーミング、オノマトペ

川原 (2015). 窪園 (2017).



1-2. Nakanishi（2014）, 中西（2017）

日・中・英語話者 無意味語調査



1-2. Nakanishi（2014）
Evaluation Potency Activity
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unpleasant
sad
ugly
rough
sour
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short
little
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thin
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fast
young
sturdy
active
noisy
sharp

-
-
-
-
-
-

slow
old
delicate
passive
quiet
dull

Vowels 

Front > Back Back > Front Front > Back

R-color>Tense>Lax Lax > Tense, R-color

Consonants

/p/, /m/ > /b, v/ /b/, /w/ > /v/ /p/, /f/, /v/ > /m/ > /w/

/f/, /l/ > /w/ > /b/, /v/

N= 322



1-3. 中西（2017）



中西（2014, 2017）
「聞こえてきた音を、聞き手がどう知覚するか」

知覚
↓

「音を産出するときに話者がどう感じているか」

産出



2. 参加者と手順
2-0. 調査フォーム 調査期間：2017年1-4月



2. 参加者と手順
2-0. 調査フォーム

あなたは、新作の映画・ドラマ・ロールプレイイング
ゲームなどのストーリーを作る仕事をしています。

ストーリーの中に出てくる架空のキャラクターを１
つ（１人）イメージしてください。

以下のうち、そのキャラクターを描写する形容詞と
して当てはまらないものを削除してください。



2-1. 参加者
女 男 計

高校2年生 42 46 88

大学1年生 72 68 140

大学3年生 23 16 39

計 137 130 267

2-2. 形容詞対

評価性尺度 力量性尺度 活動性尺度

良い 悪い 強い 弱い 速い 遅い

快適な 不快な 長い 短い 若い 老いた

嬉しい 悲しい 大きい 小さい たくましい 繊細な

美しい 醜い 重い 軽い 積極的な 消極的な

滑らかな ざらざらした 厚い 薄い 騒がしい 静かな

甘い 酸っぱい 深い 浅い 鋭い 鈍い

p i:
b i
f ir
v u:

m u
l ur

w

2-3. 音の選択肢



2-3. 音の選択肢

• 7子音×6母音
⇒CVCV組み合わせ

ɪɚ ʊɚ



3. 結果と考察
3-1.結果① 母音グループ間比較

良い・快適な・嬉しい
美しい・滑らかな・甘い

強い・長い・大きい
重い・厚い・深い



3-1.結果② 子音間比較

良い・快適な・嬉しい
美しい・滑らかな・甘い

強い・長い・大きい
重い・厚い・深い

速い・若い・たくましい
積極的な・騒がしい・鋭い



3-2.結果のまとめ

評価性 力量性 活動性

/iː, ɪ, ɪɚ/ ＋ －

/ɪɚ, ʊɚ/ ＋ －

/p/ ＋ －

/f/ ＋ －

/b/ － ＋

/v/ ＋

/w/ －

The Frequency Code Hypothesis (Ohala, 1980)
Facial Feedback Hypothesis (Strack et.al. 1988)



3-2.結果のまとめ

評価性 力量性 活動性

/iː, ɪ, ɪɚ/ ＋ －

/ɪɚ, ʊɚ/ ＋ －

/p/ ＋ －

/f/ ＋ －

/b/ － ＋

/v/ ＋

/w/ －

Size Symbolism (Sapir, 1929; Newman, 1933)



3-2.結果のまとめ

評価性 力量性 活動性

/iː, ɪ, ɪɚ/ ＋ －

/ɪɚ, ʊɚ/ ＋ －

/p/ ＋ －

/f/ ＋ －

/b/ － ＋

/v/ ＋

/w/ －

「有声」 「摩擦」 どちらの方向から考えても
今のところ説明できない。→今後の研究課題。



日本語を母語とする高校生・大学生にもこのよ

うな感覚が備わっていることが示唆されたこと

から，英語音声指導時に音象徴という現象を利

用すれば，学習者が音のイメージを感覚的に

捉えられるような指導が可能になると考えられ

る。



「音素カウンター」

① http://noriko-

nakanishi.com/phoneme/

にアクセス。

②ここに英文を入力。

③「同意する」にチェック。

④「分析」をクリック。

http://noriko-nakanishi.com/phoneme/


• どんな曲にどんな音素が多く含まれるか？

→無声閉鎖音は軽快な曲、鼻音側音はロマンチックな曲?!

23

ジャズ歌詞を分析

中西・中川(2012, p. 181) 



New Horizon (平成24-27年度用) を分析
1年 Unit 1-11本文に含まれる音素比率の分析例

24



第一強勢が置かれる母音の比率をUnitごとに比較した例

25

U02:前舌母音、

U03:後舌母音、

U04:中舌母音、

U05:二重母音、

U06: r母音に

焦点を当てると

効率がよいかも。

New Horizon (平成24-27年度用) 音素の比率



本研究はJSPS科研費

17K02914

の助成を受けたものです。
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